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本論文は,ｲﾝﾀﾈｯﾄ上の重要なｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝの1つであるNetNeysにおい

てﾕ-ｻﾞへ記事を配送する役割のみをもつ末端ｻ-ﾊﾞを対象として,年々増加する

NetNevsのﾄﾗﾌｲﾂｸを軽減する目的で,従来ｻ-ﾊﾞ管理者が手動で行っていた記

事の遺択的配送方式よりも効率的な記事配送方式に関する研究をまとめたものであ

り,序論･結論を含め9つの章からなっている.

第1章では,本研究の背景,目的,およびその意義を述べるとともに,本論文の

内容を概説している.

第2章では,本研究内容を理解する基礎的知識を与える目的で, NetN帥Sの機構を

概説するとともに,現状の記事配送方式の間題点を指摘し,さらに本論文の目的お

よび本論文が対象とするｻ-ﾊﾞを末端ｻ-ﾊﾞとすることを述ﾍﾟている.

第3章では, NetNeysと甘orld Wide Webにおける主にｷｬｯｼｭに関する関連研究

を紹介し,閑連研究の中での本研究の位置付けを明らかにしている.

第4章では,実際の2つのNetNe甘Sｻｰﾊﾞ(奈良先端科学技術大学院大学,九州大

学情報処理教育ｾﾝﾀ-)において,記事/ﾆｭ-ｽｸﾞﾙ-ﾌﾟの利用状況を調査･

解析し,これらをもとに効率的な配送方式について考察している.

第5章では,本論文で検討する記事配送方式を,末端ｻ-ﾊﾞをｷｬｯｼｭに置き

換えてｷｬｯｼｭに対するｷｬｯｼﾝｸﾞｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとして議論するためのｷｬｯ

ｼｭﾓﾃﾞﾙを導入している.さらに,本ﾓﾃﾞﾙにおけるｷｬｯｼﾝｸﾞｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ

として,ﾆｭ-ｽｸﾞﾙ-ﾌﾟ単位に遺択的に記事をﾌﾟﾘﾌｪｯﾁする2つの方式(選

択的ﾌﾟﾘﾌｪｯﾁ方式,併用方式)を捉案するとともに,これらを含んで本論文で

評価するいくつかのｷｬｯｼﾝｸﾞｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを詳述している.

第6章では,第5章で述ﾍﾟたｷｬｯｼﾝｸﾞｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを評価する際のｼﾐｭﾚ

-ﾀについて概説し,さらに本ｼﾐｭﾚ-ﾀを用いて,上記2つのｻ-ﾊﾞで実際に

収集されたﾛｸﾞを用いて,各ｷｬｯｼﾝｸﾞｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを評価している.その結果,

ﾆｭ-ｽｸﾞﾙｰﾌﾟ単位に選択的に記事をﾌﾟﾘﾌｪｯﾁする方式(選択的ﾌﾟﾘﾌｪｯ

ﾁ方式,併用方式)が,ｷﾔﾂｼｭﾋｯﾄ率を高く保ったまま,ﾃﾞｨｽｸ使用量

(および使用するﾈｯﾄﾜｰｸ帯域)を軽減できる有効な方式であることを示して

いる.

第7章では,第6章でその有効性を示した選択的ﾌﾟﾘﾌｪｯﾁ方式および併用方

式をさらに改善する目的で,ﾌﾟﾘﾌｪｯﾁ対象とするﾆｭ-ｽｸﾞﾙ-ﾌﾟの選択方法

について,ﾆｭ-ｽｸﾞﾙ-ﾌﾟの選択尺度(記事あたりの平均ｱｸｾｽ数)の情報を

収集する期間(参照期間)および選択尺度の閥値が,ｷｬｯｼｭﾋｯﾄ率およびﾃﾞ

ｲｽｸ使用量(および使用ﾈｯﾄﾜ-ｸ帯域)に与える影響についてｼﾐｭﾚ-ｼ

ｮﾝにより評価している.

第8章では,本研究では定量的に評価していないが,本研究と関連深い研究項目

について考察を加えている.

第9章では,以上の研究成果についてまとめ,今後の課題を明らかにしている.



論文審査結果の要旨

本論文は,ｲﾝﾀﾈｯﾄ上の重要なｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝの1つであるNetNeysにおいて

ﾕ-ｻﾞへ記事を配送する役割のみをもつ末端ｻ-ﾊﾞを対象として,年々増加するNetN

eysのﾄﾗﾌｲﾂｸを軽減する目的で.従来ｻ-ﾊﾞ管理者が手動で行っていた記事の選

択的配送方式よりも効率的な記事配送方式を捉案し,実際の2つのｻ-ﾊﾞでのﾛｸﾞを

用いたｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝにより,提案方式の有効性を示したものである.本論文の主

な成果は以下に要約される.

1.奈良先端科学技術大学院大学および九州大学情報処理教育ｾﾝﾀ-の2つのNetN

eysｻ-ﾊﾞにおけるﾕ-ｻﾞの利用状況を詳細に調査･解析し,これらをもとに,ﾄﾗﾌ

ｲﾂｸ軽減からみた現状の記事配送方式の問題点を言及するとともに,有効な記事配

送方式について考察した.まず,現状の記事配送方式の間題点については,従来ｻ-

ﾊﾞ管理者が手動で行っていた選択的配送方式では,ﾕ-ｻﾞに読まれている記事の割合

が,ｻ-ﾊﾞへの流入記事の約10%程度と少なく,効率的でないことを明らかにした.

次に,効率的な配送方式に関しては, NetNeysの記事の投稿･閲覧の構成要素であるﾆ

ｭ-ｽｸﾞﾙｰﾌﾟ単位で,ﾕｰｻﾞからのｱｸｾｽが偏在していることを明らかにすると

ともに,ﾆｭｰｽｸﾞﾙ-ﾌﾟに着限した記事配送方式が有効であろうことを指摘した.

2.上記の考察をもとにして,末端ｻ-ﾊﾞへの記事配送方式(ｷｬｯｼﾝｸﾞｱﾙｺﾞﾘ

ｽﾞﾑ)として,こﾕ-ｽｸﾞﾙ-ﾌﾟ単位に選択的に記事をﾌﾟﾘﾌｪｯﾁする方式を捉案

し,その有効性を上記2つのｻ-ﾊﾞから得られたﾛｸﾞを用いたｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝによ

り評価した.その結果,記事を保持するためのﾃﾞｨｽｸ容量(および使用するﾈｯﾄ

ﾜｰｸ帯域)が従来方式よりも1/5-1/15とかなり軽減されること,また,ｵﾝﾃﾞﾏﾝ

ﾄﾞ方式よりもｷｬｯｼｭﾋｯﾄ率が0.3以上向上し, 0.9以上となること,すなわち,

ﾕ-ｻﾞへの応答性を高く維持したまま,ﾃﾞｨｽｸ使用量(および使用ﾈｯﾄﾜ-ｸ帯

域)を従来方式よりもかなり軽減できる,有効な方式であることを示した.

3.ﾌﾟﾘﾌｪｯﾁするﾆｭ-ｽｸﾞﾙ-ﾌﾟを選択する基準に関して,ﾆｭ-ｽｸﾞﾙ-ﾌﾟ

の選択尺度の情報を収集する期間(参腰期間)および選択尺度の開値がﾃﾞｨｽｸ使用

量(および使用ﾈｯﾄﾜｰｸ帯域)およびｷﾔﾂｼｭﾋｯﾄ率に与える影響について

評価を行い,その結果,参照期間としては1週間程度がよいこと,および閥値は環境

に強く依存することを明らかにした.

以上のように,本論文は,ｲﾝﾀﾈｯﾄ上の重要なｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝの1つである

NetNeysの記事配送方式に関して,ﾆｭ-ｽｸﾞﾙ-ﾌﾟ単位に遺択的に記事をﾌﾟﾘﾌｪｯ

ﾁする方式の有効性を示したものであり.ｲﾝﾀﾈｯﾄにおける情報伝達方式の分野

において,学術上,実際上寄与するところが少なくない.よって,本論文は,博士

(工学)の学位論文として価値あるものと認める.


